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今号の特集

　 今年は紅葉が遅かった？< 特集 1 >

< 特集 2 >

ビジターセンターの雪灯り

　奥日光に限らず、各地でクマの目撃が
多かった 2023 年。ビジターセンターで販
売しているクマ鈴が完売してしまうほど、
お客様のクマへの関心が高かったことが
分かります。
　毎年、たくさんの人でにぎわう日光湯
元キャンプ場。しかし今年は、湯元内で
クマの目撃が早朝と夜間に相次ぎ、8 月下
旬から 10 月下旬まで閉鎖していました。

クマに翻弄された 2023 年の湯元キャンプ場

　キャンプブームもあり、初めて当キャンプ場を利用される方も多く嬉しいことなのですが、ゴミ
の管理が不十分なお客様が目につくのも事実です。国立公園内のためゴミは全てお持ち帰りいただ
いていますが、時には林の奥へ隠すように埋められていたり、炊事場のシンクにそのまま放置され
ていたりと、見回りをする職員が哀しい気持ちになることがしばしば。
　よく言われるように、山でドングリや木の実が不作になると、食べ物を求めてクマが麓に降りて
くることがあります。そんな時に食べ物が放置されていれば、空腹のクマがそれを食べに来るのは
当たり前のこと。今回は幸い事故はありませんでしたが、キャンプ場が閉鎖になったことで今一度、
奥日光がいかに野生動物と近い場所なのかを感じていただけたのではないかと思います。
　以前もキャンプ場内にクマが出没して、閉鎖になったことがありました。今後も同様に急遽閉鎖
することがあり得ますので、ご利用の際は当日の朝にもホームページをご確認ください。2024 年こ
そは全日営業できるよう願って、お待ちしております！

お騒がせしました。



　

今
年

(二
〇
二
三
年
)
は
各
地
で

「紅

葉
が
遅
れ
て
い
る
」
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
職
員

も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
木
々
が
鮮
や
か
な

緑
色
か
ら
変
わ
ら
な
い
奥
日
光
に
ソ
ワ
ソ
ワ

し
た
も
の
で
す
。

　

で
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
の
く
ら
い
紅
葉

が
遅
れ
た
の
か
。
去
年

(二
〇
二
二
年
)

の
記
録
と
比
べ
て
み
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
は
、
去
年
と
今
年
の
秋
の
湯

ノ
湖
で
す
。
十
月
八
日
時
点
で
の
様
子
を

比
べ
て
み
ま
す
。
去
年
は
黄
緑
色
に
な
り

始
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
奥
の
白
根
山

方
面
が
白
く
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

木
々
は
濃
い
緑
色
の
ま
ま
で
す
。

　

十
一
日
を
過
ぎ
て
や
っ
と
変
化
が
あ
り
ま

し
た
が
、
見
頃
は
ま
だ
先
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
数
日
の

冷
え
込
み
に
よ
り
三
、
四
日
で
一
気
に
色

づ
き
、
十
六
日
に
は
見
頃
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
長
年
勤
務
し
て
い

る
職
員
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
比
べ
て
み
る
と
、
今
年
の
奥
日

光
は

「紅
葉
の
始
ま
り
が
遅
か
っ
た
」
と
い

う
表
現
が
正
し
い
と
い
え
ま
す
。
奥
日
光
の

全
て
の
エ
リ
ア
で
、
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

見
頃
の
ピ
ー
ク
の
時
季
は
去
年
と
大
差
あ
り

ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
近
年
の
見
頃
は
平

成
の
時
代
よ
り
も
遅
い
傾
向
が
あ
る
の
で
安

心
は
で
き
ま
せ
ん
が…

。

　

で
は
、
な
ぜ
今
年
は
紅
葉
の
進
み
が
遅

か
っ
た
の
か
。
私
た
ち
は
、
「残
暑
が
長
引

い
た
こ
と
で
、
冷
え
込
む
時
期
が
遅
れ
た

か
ら
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

例
年
は
、
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て

徐
々
に
気
温
が
下
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
は
一
度
冷
え
込
ん
だ
あ
と
、
再
び
気

温
が
急
上
昇
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
と
い
う

時
に
暖
か
く
な
っ
た
こ
と
で
、
色
づ
き
が

遅
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
も
な
く
助
走

を
終
え
ス
ピ
ー
ド
を
出
そ
う
と
し
た

　

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
は
温
暖
化

の
影
響
か
ら
か
、
年
に
よ
っ
て
紅
葉
の
時
季

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
比
較
的
例
年

通
り
に
色
づ
き
始
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

一
週
間
以
上
遅
れ
る
こ
と
も
。
規
則
性
が

あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
自
然
の
こ
と
な
の

で
な
か
な
か
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
お
客
様

か
ら
も

「今
年
の
紅
葉
は
い
つ
見
頃
に
な
り

そ
う
で
す
か
？
」
と
、
特
に
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

「例
年
通
り

な
ら
こ
の
頃
」
と
い
う
回
答
し
か
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
見
頃
に
近
い
時
に
紅

葉
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
お
客
様
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
先

に
も
述
べ
た
通
り
、
長
年
勤
務
す
る
職
員

で
す
ら
予
想
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

も
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

今
年
は
紅
葉
が
遅
か
っ
た
？

「
紅
葉
の
始
ま
り
が
遅
か
っ
た
」

と
い
う
表
現
が
正
し
い

QA

10月 8日（上：2022年、下：2023年） 10月 16日（上：2022年、下：2023年）

　

メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
で

「紅
葉
が
遅
れ
て
い
る
」
と

い
う
内
容
を
毎
年
の
よ
う
に
目
に
す
る
と
、
「紅
葉
の

時
季
が
年
々
遅
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
？
」
と

心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
数
年
、
例
年
に
比
べ
遅

れ
が
出
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
二
〇
二
三
年
の

時
点
で
は
、
「一
週
間
前
後
の
遅
れ
」
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

予
想
外
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
多
い
近

年
。
つ
い
マ
イ
ナ
ス
な
面
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
で

す
が
、
ぜ
ひ
見
方
を
変
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と

も
思
い
ま
す
。

　

見
頃
に
は
ま
だ
早
い
と
思
い
つ
つ
足
を
運
ん
だ
ら
、

前
日
の
急
な
冷
え
込
み
で
見
頃
に
な
っ
て
い
た
、
な

ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す

(し
か
も
、
道
路
の
大
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
！
)。

　

ま
た
、
前
号
で
も
記
載
し
た
通
り
、
紅
葉
の
名
所

ご
と
に
標
高
差
が
あ
る
奥
日
光
は
、
お
目
当
て
の
場

所
の
紅
葉
に
は
早
か
っ
た
け
ど
、
標
高
の
高
い
と
こ

ろ
は
見
頃
だ
っ
た
、
と
い
う
の
も
よ
く
あ
る
話
で
す
。

「も
し
か
し
た
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
か
も
」
く
ら
い

の
気
持
ち
で
、
ぜ
ひ
今
後
も
奥
日
光
の
紅
葉
を
楽
し

み
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
後
の
紅
葉
は

ど
う
な
る
？

と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

▲ 今年の竜頭ノ滝。 見頃の時季は去年とほぼ同じでした
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2023年のイベントレポート !

　天気に恵まれず、ずっと中止が続いていた本イベン

ト。やっと実施できました！たぶん５年越しくらい…。

苔で滑りやすい上に岩がゴロゴロ、足場の悪い道中に

も関わらず、皆さん大はしゃぎ！真夏とは思えないヒ

ンヤリとした空気の中、気持ちよくイベントを楽しむ

ことができました。

　また、今回はさらに、水源地である「金剛

湧水」にも探検！湧き水の清らかさに、持参

したボトルに水を汲んで帰る方も。湧き水を

囲んで、コーヒーでカンパーイ！

　かつて修験者が歩いた御沢金剛峡。今回は

皆さんにゴミ拾いもして頂きました。「心が洗

われるね」と、ガイドも含め全員が、晴れ晴

れとした気持ちでイベントを終えました。

　金精峠から温泉ヶ岳へ登り菅沼へ

降りるという、ちょっとトリッキー

なルートへ！峠からの下りは入口付

近が暗く立ち入るのに勇気がいりま

すが、整備されすぎていない道は、

ありのままの自然の中を歩いている

ような気分になります。

　この日は景色も最高！なんだか、

奥日光ではないみたい！？ご覧くだ

さい、お客様のこの笑顔！とっても

嬉しそう～。

　シカ管理専門員（通称シカ班）

の職員も同行し、森に棲む動物

の話も交えながら滝を目指す人

気のイベント。普段ほとんど人

が立ち入らないコース上には、

動物の痕跡が…！

　メインの滝を見るには、膝下

まで水に浸かりながらジャブ

ジャブ歩く必要があります。「冷

たーい！」と言いつつ、カメラ

を向けると楽しそうにポーズ！

水にドボンしないかとハラハラ

するのも、冒険感があって楽し

いんですよね～。

　沢を渡ったり水の中に入った

り…ハードではないけれどバリ

エーション豊かで、ひたすら楽

しい本コース。楽しかった～！

　温泉街の光が届

かない湯元スキー

場の奥へ行き、夜

の自然観察をしま

した。

　真っ暗な森の中

で一斉にライトを

消し「本当の闇」

を体験！すぐ隣に

いる人の姿さえ見

えなくなり、大人もお子さんも「うわっ！」

とビックリ！大盛り上がりでした。

　道中ではシカのヌタ場を発見。シカの毛や

足跡を見ることもできました。

　最後は星空観察。雲が多く厳しいかと思われましたが、空を眺めて

待っていたら徐々に星が…！最終的には満点の星空を見ることができ、

お客様だけでなくガイドも大感動のイベントになりました！

　シカ進入防止柵の巡視ルー

トをシカ班の職員と一緒に歩

くイベント。奥日光のシカ問

題に関するリアルな話に、皆

さん興味津々！初めて参加さ

れた方も常連さんも、ガイド

の解説に対したくさん質問し

てくださり、私たちも嬉しかったです～！動物に詳しいシカ班ならでは

の、生き物に特化したイベントになりました。ガイドが持参した本物の

毛皮や骨にも皆さん大興奮！

　楽しく歩くツアーはもちろん、奥日光の問題点も知っていただくべく、

同様の企画もぜひ今後チェックしてみてくださいねー！

　ビジターセンターでは貴重なガッツリ登山イベント。平日開催だったせいか

参加者は少なめでしたが、他の方に気兼ねすることなく、皆さんそれぞれのペー

スで楽しんでいただけました。たまにはガッツリも良いですね！

9/25 温泉ヶ岳
と金精峠

～明治の文人た
ちが辿った道～

7/21  
辿り着い

ても分か
らない！

？

カクレ滝
へいざ探

検！

9/2 ～修験の聖地を清める旅～
御沢金剛峡と金剛湧水

日光湯元ナイトハイク
8/12  究極の闇体験！

6/10  どうする！？シカ
問題
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